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ミニマム元素分析デバイスと次世代光工学デバイス材料としての事業開発を推進
従来の金属イオン分析には、ICP-MS（誘導結合プラズマ質量分析法）などを代表として専門性（操作が
複雑、前処理が必須など）が必要で、重量物（100kg以上）で、高価（数千万円以上）である。この課
題を解決するため、金属イオン分析をする顧客を対象として、小型で簡便なフォトニック結晶ポリマーを用いた
金属イオン分析デバイスを作製し、その事業化を目指す。また、光工学デバイスとしての潜在可能性についても
探索する。

◆顧客獲得とその仕様方向性の明確化
参入市場及び市場規模明確化、分析金属種や精度などのプロダクト仕様方向性の明確化
◆原理検証プロトタイプの作製
プロダクト開発の方向性とその原理検証プロトタイプの作製
◆分析市場以外（光工学など）の可能性深掘り
フォトニック結晶ポリマーの更なる事業拡大の可能性の探索

放射性元素の検出用途のみならず広く事業開発を行い事業化を目指す
シーズとなる東京科学大学の塚原教授が研究してきたフォトニック結晶ポリマーは、ウラン、セシウム、ストロン
チウム、ランタノイドなどの放射性物質を迅速簡便に検出することを目的として研究されてきた技術で、これまで
電力事業者などと共同研究を大学でおこなってきた。
過酷な環境下でも簡便に測定できる元素分析技術を、レアメタルの検出や放射性物質の検出以外の元素
分析にも応用することで、環境/化学/電池/医療など新しい市場を開拓し事業化を目指す。

◆フォトニック結晶ポリマーの例

特徴
柔軟性︓機械的に柔軟で、曲げたり伸ばしが可能
軽量性︓従来の分析装置より原理的に小型・軽量
製造性︓自己組織化やナノインプリント技術を利用して安価に生産可能
光学特性︓屈折率や光の吸収特性を制御可能

◆ミニマム元素分析デバイスの事業化


